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平平成成２２００年年度度

第第２２回回定定期期総総会会

３月１９日� 博多都ホテル

平
成
２１
年
３
月
１９
日
�
午
後
１
時
３０
分
か
ら
福
岡
市
の

「
博
多
都
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
平
成
２０
年
度
第
２
回
定

期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
後
藤
達
太
連
合
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま

り
、
続
い
て
、
来
賓
の
福
岡
労
働
局
の
鈴
木
徹
職
業
安
定

部
長
と
福
岡
県
生
活
労
働
部
の
松
永
大
四
郎
労
働
局
長
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
の
議
長
は
�
行
橋
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

竹
内
博
孝
理
事
長
が
選
任
さ
れ
、
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
当
日
審
議
さ
れ
た
案
件
は
「
平
成
２０
年
度
補
正
予
算

（
案
）」「
定
款
の
一
部
を
改
正
す
る
定
款
（
案
）」「
平
成

２１
年
度
事
業
計
画
（
案
）」「
平
成
２１
年
度
収
支
予
算

（
案
）」
の
４
件
で
し
た
。
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

定
期
総
会
終
了
後
、
役
職
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

演
題
は
「
シ
ル
バ
ー
事
業
の
発
展
拡
充
の
た
め
に
」
と

し
て
、
シ
ル
バ
ー
会
員
の
ユ
ニ
ー
ク
で
多
様
な
就
業
分
野

の
拡
大
、
地
域
に
根
ざ
し
た
事
業
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
�
福
井
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
朝
倉
由
美
子

事
務
局
長
を
講
師
に
迎
え
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
事
業
を
円
滑
に
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
組

織
の
役
割
分
担
や
地
域
活
性
効
果
を
期
待
す
る
企
画
提
案

方
式
に
よ
る
事
業
（
子
育
て
支
援
事
業
／
生
涯
学
習
事
業

／
リ
ュ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
／
農
産
物
加
工
販
売
事

業
／
資
源
循
環
型
農
業
支
援
事
業
／
自
然
環
境
保
全
・
回

復
推
進
事
業
）
に
つ
い
て
、
活
発
な
業
務
推
進
等
が
図
ら

れ
て
お
り
、
シ
ル
バ
ー
事
業
が
地
域
社
会
に
役
立
つ
た
め

に
創
意
工
夫
し
、
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
姿
に
感
銘
し
ま
し

た
。

役職員研修会開催
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役職員研修会開催

平平成成２２１１年年度度

第第１１回回定定期期総総会会

６月１９日� 博多都ホテル

平
成
２１
年
６
月
１９
日
�
午
後
１
時
３０
分
か
ら
福
岡
市
の

「
博
多
都
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
平
成
２１
年
度
第
１
回
定

期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
後
藤
達
太
連
合
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま

り
、
続
い
て
、
来
賓
代
表
と
し
て
福
岡
労
働
局
の
鈴
木
徹

職
業
安
定
部
長
と
福
岡
県
生
活
労
働
部
の
松
永
大
四
郎
労

働
局
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
の
議
長
に
�
春
日
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

山
崎
和
美
理
事
長
が
選
任
さ
れ
、
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
当
日
審
議
さ
れ
た
案
件
は
「
定
款
の
一
部
を
改
正
す

る
定
款
（
案
）」「
平
成
２０
年
度
事
業
報
告
」「
平
成
２０
年

度
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
」「
平
成
２１
年
度
事
業
計
画

の
一
部
変
更（
案
）」「
平
成
２１
年
度
補
正
予
算（
案
）」「
役

員
の
選
任
」の
６
件
で
し
た
。い
ず
れ
も
満
場
一
致
を
も
っ

て
原
案
の
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
に
つ
い
て
は
任
期
満
了
に
よ
る
改
選
と
な

り
、
新
役
員
の
方
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

定
期
総
会
終
了
後
、
役
職
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

演
題
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
に
よ
る
人
材
育

成
」
に
つ
い
て
、
講
師
に
�
ア
イ
ビ
ー
サ
ポ
ー
ト
代
表
取

締
役
澤
田
知
子
氏
を
迎
え
、
人
の
集
ま
り
で
あ
る
組
織
の

運
営
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
管
理
職
に
求
め
ら
れ
る
能

力
や
資
質
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

人
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
に
は
ま
ず
相
手
の
立
場
や
状
況

を
理
解
し
聴
き
上
手
に
な
る
こ
と
、
人
を
育
成
す
る
に
は

信
頼
さ
れ
る
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
効
果
的
な
ほ
め
方
と
叱
り

方
の
話
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
な
ど
組
織
の
活
性
化
を
図

る
た
め
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新役員
名簿

平成２１年６月２４日現在

備考
新
新
新
再
新
新
新
新
再
新
再
新
新

注）「SC」→シルバー人材センター

所 属
�福岡市 SC 理事長
�中間市 SC 理事長
�田川地区 SC 理事長
�柳川市 SC 理事長
�福岡県 SC連合会 事務局長
�筑紫野市 SC 理事長
�宗像市 SC 理事長
�北九州市 SC 理事長
�直方市 SC 理事長
�大牟田市 SC 理事長
�小郡大刀洗広域 SC 理事長
�大野城市 SC 理事長
�筑前町 SC 理事長

氏 名
生田 征生
新田 鶴雄
青� 四郎
�田 澄男
猪口 紘芳
大西 國博
川� 雅光
西村 博
内藤 康治
井形 陽一
松尾 �
河波 俊雄
竹房 和美

役 職 名
会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
常務理事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
監 事
監 事
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……………………………………………………………………

就就任任ののああいいささつつ
社団法人 福岡県シルバー人材センター連合会

会 長 生 田 征 生

こ
の
度
、
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
社
団
法

人
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
会

長
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
相
成
り
、
就
任
に
あ

た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

前
任
の
後
藤
会
長
の
財
界
に
お
け
る
優
れ
た

業
績
や
シ
ル
バ
ー
事
業
の
発
展
に
手
腕
を
発
揮

さ
れ
た
こ
と
を
思
う
と
き
、
後
任
の
私
が
果
た

し
て
こ
の
重
責
を
全
う
し
ご
期
待
に
添
う
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
こ
の
上
は
全
力
を
尽
く
し
こ
の
大

役
に
当
た
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
我
が
国
の
経
済
は
、
世
界

的
な
金
融
不
安
を
背
景
に
雇
用
情
勢
の
悪
化
に

始
ま
り
経
済
不
況
に
突
入
い
た
し
ま
し
た
。
一

方
少
子
高
齢
化
は
、
ま
す
ま
す
進
展
し
超
高
齢

化
社
会
を
迎
え
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
長
生
き

し
て
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
豊
か
で
活
力
あ

る
社
会
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
国
民
的
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
経
済
社
会
の
新
た
な
発
展
を
目
指
す

に
は
、
高
齢
者
が
長
年
に
わ
た
っ
て
培
っ
て
き

た
知
識
や
経
験
を
就
業
を
と
お
し
て
で
き
る
だ

け
長
く
社
会
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
今

後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
一
層
の
発
展
と
拡
充

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
を
は
じ
め
市
町
村
に
お

け
る
行
財
政
改
革
の
推
進
は
補
助
金
の
減
額
等

に
よ
る
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
少
な
か
ら
ず
影
響

を
及
ぼ
し
、
シ
ル
バ
ー
事
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
直

接
関
係
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま

で
の
行
政
経
験
を
生
か
し
、
そ
し
て
、
な
に
よ

り
も
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら

シ
ル
バ
ー
事
業
の
発
展
の
た
め
微
力
な
が
ら
尽

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

退任にあたって

魅魅力力ああるるセセンンタターー創創りりにに期期待待すするる
社団法人 福岡県シルバー人材センター連合会

前会長 後 藤 達 太

こ
の
度
、
連
合
会
会
長
を
退
任
い
た
し
ま
し

た
。振

り
返
れ
ば
、
平
成
１７
年
６
月
か
ら
４
年
間

の
就
任
期
間
、
長
い
よ
う
で
短
い
４
年
間
だ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
皆
様
方
か
ら
戴

い
た
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
激
励
に
感
謝
し
、
お

別
れ
の
ご
挨
拶
を
申
し
述
べ
ま
す
。

就
任
当
時
か
ら
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
顧
問
の

傍
ら
い
ろ
い
ろ
な
役
職
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
皆
様
に
は
行
き
届
か
な
い
点
多
々
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
県
下
各

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
職
員
並
び
に
元

気
な
会
員
の
皆
様
方
の
就
業
に
対
す
る
熱
い
思

い
に
触
れ
、
私
も
気
持
ち
が
若
返
る
の
を
感
じ

る
の
と
同
時
に
元
気
あ
ふ
れ
る
高
齢
者
の
方
々

が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
県
連
合
会
会
長
在
任
中
は
、

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
や
県
副
知

事
と
の
対
談
等
を
と
お
し
て
、
高
齢
者
に
な
っ

て
か
ら
も
働
き
続
け
る
こ
と
が
健
康
の
保
持
、

更
に
は
ま
だ
誰
か
に
必
要
と
さ
れ
地
域
社
会
に

寄
与
す
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
な
が
ら
日
々
過

ご
す
こ
と
が
如
何
に
大
切
か
、
こ
の
意
識
が
シ

ル
バ
ー
会
員
の
元
気
の
根
源
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
強
調
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
経
済
界
と
の
繋
が
り
を
持
つ
者
と
し

て
企
業
や
経
済
団
体
等
に
対
し
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
の
普
及
啓
発
と
周
知
に
微
力
な

が
ら
努
め
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
今
の
行
財
政
改
革
等
を
背
景
に
世
界
的
な

金
融
不
安
に
よ
る
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
よ
る
経

済
不
況
も
含
め
、
激
変
の
時
代
を
迎
え
た
シ
ル

バ
ー
事
業
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

２１
世
紀
の
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
、
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
ゆ

と
り
あ
る
生
活
が
で
き
る
環
境
作
り
を
目
指
し
、

新
し
い
時
代
に
即
応
し
た
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー

の
創
出
を
期
待
す
る
と
共
に
、
皆
様
の
こ
れ
か

ら
の
ご
活
躍
・
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
退
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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基
本
方
針

平
成
２０
年
度

事
業
報
告

平
成
２０
年
度
、
世
界
的
な
金
融
危
機
の
影
響
か
ら
、
国
内
景
気
は
金
融
機

関
や
大
手
製
造
業
等
が
軒
並
み
業
績
の
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
福
岡
県

に
お
い
て
も
自
動
車
関
連
産
業
等
の
急
速
な
業
績
悪
化
で
雇
用
情
勢
は
更
に

厳
し
さ
を
増
し
、
早
急
に
改
善
さ
れ
る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
社
会
情
勢
の
な
か
、
シ
ル
バ
ー
事
業
も
こ
の
不
況
を
反
映
し
て
か
業
務
実
績

は
前
年
度
に
比
べ
下
降
傾
向
で
す
。
国
は
こ
の
状
況
に
対
し
、
緊
急
雇
用
対
策
事
業

等
を
始
め
景
気
浮
揚
と
雇
用
状
況
の
転
換
を
図
る
た
め
様
々
な
施
策
を
展
開
、
特
に

雇
用
の
確
保
に
力
を
注
ぎ
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
緊
急
雇
用
対
策
事
業
実
施
計
画
の

中
に
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
含
ま
れ
、
今
後
こ
の
事
業
へ
の
取
組
み
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
国
の
進
め
て
い
る
６５
歳
ま
で
の
定
年
延
長
や
継
続
雇
用
施
策
が
一
段
と

進
展
し
、
会
員
の
増
強
に
は
少
な
か
ら
ぬ
影
響
が
見
ら
れ
、
昨
年
度
末
と
比
較
す
る

と
２
０
３
名
の
増
と
大
幅
な
増
加
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
齢
者
の
多
様
な
就

業
ニ
ー
ズ
を
包
括
す
べ
き
シ
ル
バ
ー
事
業
は
現
状
維
持
に
留
ま
り
、
目
標
と
し
て
い

る
会
員
数
を
考
え
る
と
更
な
る
努
力
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
は
、
他
県
の
状
況
等
も

勘
案
し
な
が
ら
鋭
意
取
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

安
全
・
適
正
就
業
対
策
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
重
点
項
目
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
平
成
２０
年
度
も
重
篤
事
故
が
多
発
し
、
大
変
遺
憾
な
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
、
安
全
へ
の
更
な
る
取
組
み
が
急
務
で
あ
り
、
就
業
の
安
全
確
保

を
最
優
先
に
努
め
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
企
画
競
争
に
な
っ
た
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
に
つ
い
て
は
、
事

業
費
用
が
５０
％
減
額
さ
れ
た
に
も
係
わ
ら
ず
講
習
修
了
人
員
１
、４
０
０
人
と
い
う

厳
し
い
目
標
値
を
示
さ
れ
事
業
達
成
に
努
め
ま
し
た
が
、
結
果
は
１
、１
５
４
人

（
８２
・
４
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

特
定
公
益
増
進
法
人
の
寄
附
金
は
、
平
成
２０
年
度
の
総
額
は
７８
万
円
と
な
り
昨
年

度
よ
り
５０
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
寄
附
者
並
び
に
寄
附
金
の
募
集
等
に
つ
い

て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
２０
年
１２
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
公
益
法
人
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
、
新
制

度
へ
の
移
行
に
向
け
て
研
修
会
等
を
開
催
、
こ
れ
か
ら
の
取
組
み
方
な
ど
情
報
を
収

集
し
随
時
提
供
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）

は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
の
維
持
等
を
目
的
に
国
及
び
地

方
公
共
団
体
の
支
援
育
成
の
中
で
そ
の
機
能
の
特
性
を
生
か
し
、

高
齢
者
が
就
業
を
通
し
て
社
会
に
参
画
す
る
新
た
な
社
会
シ
ス
テ

ム
と
し
て
地
域
の
信
頼
に
応
え
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
、
年
金
の

支
給
開
始
の
段
階
的
引
き
上
げ
や
６５
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
の
推
進

等
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
（
以
下
「
シ
ル
バ
ー
事
業
」

と
い
う
。）
の
根
幹
に
係
わ
る
制
度
が
揺
ら
ぎ
、
会
員
の
意
識
や

就
業
環
境
、
年
齢
等
に
も
そ
の
変
化
が
表
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
的
金
融
危
機
が
日
本
経
済
に
も
波
及
、
経
済
不
況

は
労
働
者
雇
用
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
財
政
状
況
は
ま
す
ま
す

悪
化
し
て
お
り
、
シ
ル
バ
ー
事
業
運
営
費
補
助
金
の
継
続
的
削
減
、

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｐ
）
事
業
の
企
画
競
争
へ
の
転

換
と
事
業
実
施
費
用
の
大
幅
な
減
額
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
導

入
、
補
助
事
業
の
段
階
的
な
廃
止
に
よ
り
企
画
提
案
方
式
に
よ
る

事
業
補
助
へ
の
転
換
等
、
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な

変
遷
の
渦
中
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
変
遷
の
時
代
、
現
状
を
見
据
え
情
勢
に
対
応
で
き
る
体
制

の
整
備
を
図
り
、
国
の
施
策
に
基
づ
く
「
２
０
１
０
年
全
国
会
員

数
１
０
０
万
人
」
の
目
標
達
成
に
向
け
た
事
業
の
総
合
的
な
対
策

の
推
進
や
緊
急
雇
用
創
出
事
業
及
び
地
方
公
共
団
体
の
地
域
再
生

計
画
等
と
連
携
し
た
多
様
な
事
業
へ
の
取
組
み
等
、
地
域
社
会
へ

の
更
な
る
寄
与
を
目
指
し
、
事
業
を
刷
新
強
化
し
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
就
業
の
基
本
で
あ
る
法
令
並
び

に
安
全
・
適
正
就
業
の
遵
守
に
つ
い
て
は
、
な
お
一
層
厳
格
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
連
合
会
と
セ
ン
タ
ー
及
び
�
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
協
会
（
以
下
「
全
シ
協
」
と
い
う
。）
は
連
携
を
密
に
し
、

基
本
理
念
を
尊
重
し
つ
つ
、
現
状
を
充
分
に
把
握
・
分
析
し
、
状

況
に
応
じ
た
事
業
の
拡
充
と
発
展
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
す
。

括総
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重
点
項
目

�

安
全
・
適
正
就
業
推
進
事
業
の
強
化

「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」
こ
の
基
本
認
識
の
も

と
、
会
員
の
安
全
就
業
の
推
進
に
努
め
て
き
た
が
、
重

篤
事
故
が
後
を
絶
た
ず
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
�
安
全

と
は
何
か
�
を
改
め
て
問
い
直
し
、
安
全
意
識
の
向
上

と
周
知
に
つ
い
て
指
導
、
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
就
業
に
つ
い
て
は
、
臨
時
的
か
つ
短
期

的
ま
た
は
軽
易
な
業
務
と
い
う
基
本
姿
勢
を
遵
守
し
、

就
業
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

〔
新
規
〕
事
務
局
長
及
び
業
務
担
当
職
員
対
象

安
全
・
適
正
就
業
研
修
会
の
開
催

・
安
全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
員
配
置
、
安

全
・
適
正
就
業
対
策
委
員
会
の
開
催

安
全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
改
善
状
況
把

握
・
支
援
、
安
全
就
業
促
進
大
会
の
開
催
、
安
全
・
適

正
就
業
推
進
員
研
修
会
開
催

�

２
０
１
０
年
全
国
会
員
数
１
０
０
万
人
達

成
に
向
け
た
総
合
的
対
策
の
推
進

シ
ル
バ
ー
事
業
の
発
展
拡
充
を
目
指
し
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
と
ら
え
て
、
理
念
・
意
義
、
就
業
の
仕
組
み
、
活

動
状
況
等
を
広
く
県
民
各
層
に
周
知
を
図
り
、
事
業
へ

の
理
解
と
参
加
を
求
め
ま
す
。

〔
新
規
〕
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

（
１０
月
）

・
機
関
誌「
シ
ル
バ
ー
連
合
ふ
く
お
か
」の
発
行
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
活
用
・
広
報
関
係
機
関
（
行
政
・
団
体
・
民

間
企
業
等
）
と
の
連
携
・
啓
発
活
動

特
定
公
益
増
進
法
人
制
度
の
周
知
・
広
報
・
普
及
啓
発

�

企
画
提
案
方
式
に
よ
る
事
業
（
子
育
て
分

野
）
へ
の
積
極
的
な
参
画

企
画
提
案
方
式
に
よ
る
子
育
て
分
野
の
事
業
を
実
施

し
、
福
岡
県
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
「
出
会
い
子

育
て
応
援
プ
ラ
ン
」
と
相
ま
っ
て
、
就
業
会
員
の
拡
大
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
当
該
事
業
を
広
く
県
民
に
周
知
す

る
た
め
、
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

〔
新
規
〕
親
子
・
シ
ル
バ
ー
会
員
交
流
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催

〔
新
規
〕
子
育
て
支
援
事
業
モ
デ
ル
セ
ン
タ
ー

の
設
置
、
支
援
、
調
査
研
究

〔
新
規
〕「
子
育
て
支
援
」
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
開
設
に
よ
る
普
及
啓
発

・
子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
、
担
当
職
員

研
修
会
の
開
催

子
育
て
応
援
会
員
養
成
講
座
の
開
催

�

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
取
組
み

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
実
施
に
向
け
、
運
営
上
の
諸

課
題
を
整
備
し
、
適
正
な
運
営
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

〔
新
規
〕
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
検
討
委
員
会
の

設
置
・
開
催

・
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
派
遣
元
責
任
者
講
習
、
受
講
促

進
、
行
政
機
関
・
関
係
団
体
等
と
の
連
携
、
先
進
セ
ン

タ
ー
情
報
収
集
・
提
供
、
指
導
・
相
談

�

指
導
・
相
談
業
務
の
強
化

セ
ン
タ
ー
の
適
正
な
事
業
運
営
を
促
進
す
る
た
め
、

会
計
・
業
務
全
般
に
わ
た
る
指
導
・
相
談
業
務
を
実
施

し
ま
す
。

〔
新
規
〕
専
門
家
（
公
認
会
計
士
、
弁
護
士
等
）

に
よ
る
助
言
、
相
談

・
セ
ン
タ
ー
会
計
・
業
務
の
指
導
相
談
・
改
善
支
援

県
内
４
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
活
動
助
成
、
全
シ
協
個
別
指
導

支
援
・
協
力

�

福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
推
進

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
子
育
て
家
庭
の
生
活
援
助
な

ど
県
民
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

各
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
深
め
、
各
自
治
体
や
関
係
団
体
、

民
間
企
業
等
と
連
携
し
、
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
努
め
、

事
業
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

�

調
査
研
究
事
業

豊
富
な
知
識
や
技
能
・
経
験
を
有
す
る
高
齢
者
の
社

会
参
加
や
多
様
な
形
態
へ
の
就
業
に
対
応
す
る
た
め
に

会
員
の
活
用
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
公
益
法
人
制
度
改

革
の
た
め
の
調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

�

セ
ン
タ
ー
未
設
置
地
域
の
解
消

福
岡
労
働
局
及
び
福
岡
県
と
連
携
し
、
未
設
置
町
村

に
高
齢
者
の
就
業
支
援
対
策
事
業
と
し
て
セ
ン
タ
ー
の

設
置
と
組
織
化
を
促
進
し
ま
す
。

	

無
料
職
業
紹
介
事
業
の
実
施

無
料
職
業
紹
介
指
定
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
高
齢
者
の

無
料
職
業
紹
介
を
通
し
、
高
齢
者
の
雇
用
・
就
業
を
支

援
し
ま
す
。




情
報
シ
ス
テ
ム
活
用
事
業
の
推
進

Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
事
務
作
業
の
効
率
化
を
図
り
、

県
内
イ
ン
ト
ラ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
運
用
を
推
進
し

ま
す
。

�

講
習
・
研
修
会
等
事
業
の
実
施

セ
ン
タ
ー
が
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
た
中
で
、
役
職

員
・
事
務
局
職
員
が
対
処
す
べ
き
課
題
に
対
応
し
た
研

修
会
を
実
施
し
ま
す
。

�

関
係
行
政
機
関
、
団
体
と
の
連
携

福
岡
労
働
局
及
び
福
岡
県
と
の
連
携
及
び
連
絡
会
議

等
を
行
い
ま
す
。



諸
会
議
の
開
催

定
期
総
会
、
理
事
会
、
全
体
事
務
局
長
会
議
等
を
開

催
し
ま
す
。

�

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
企
画
競

争
へ
の
参
加
及
び
推
進

高
齢
者
の
雇
用
就
業
機
会
の
確
保
を
促
進
す
る
た
め
、

幅
広
い
業
種
（
職
種
）
に
つ
い
て
、
実
施
科
目
の
選
定

を
行
い
、
厚
生
労
働
省
が
募
集
す
る
企
画
競
争
に
参
加

し
、
事
業
主
団
体
及
び
職
業
安
定
機
関
と
の
連
携
を
強

め
実
施
し
ま
す
。

�

シ
ニ
ア
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
企
画

競
争
へ
の
参
加
及
び
推
進
※

雇
用
・
就
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
高
年
齢
者
の

多
様
な
社
会
参
加
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
厚
生
労
働

省
が
募
集
す
る
企
画
競
争
に
参
加
し
、
事
業
主
団
体
、

職
業
安
定
機
関
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
者
等
及
び
拠
点
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
の
下
、
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

※
�
の
新
規
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
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安全・適正就業対策
実施計画

平
成
２１
年
度
第
１
回
安
全
・
適
正
就
業
対
策
委

員
会
を
４
月
２８
日
�
に
開
催
し
、
安
全
・
適
正
就

業
対
策
推
進
基
本
計
画
に
基
づ
く
平
成
２１
年
度
の

安
全
・
適
正
就
業
対
策
実
施
計
画
が
決
ま
り
ま
し

た
。本

年
度
の
重
点
目
標
と
し
て
次
の
３
点
を
設
定

い
た
し
ま
し
た
。

●１
安
全
保
護
具
の
完
全
着
用

●２
交
通
安
全
ル
ー
ル
の
遵
守

●３
健
康
管
理
の
徹
底

ま
ず
「
安
全
保
護
具
の
完
全
着
用
」
つ
い
て
は

昨
年
度
も
「
安
全
保
護
具
着
用
の
１
０
０
％
達

成
」
を
目
標
に
し
ま
し
た
が
、
特
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
着
用
が
徹
底
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
と

そ
う
で
な
い
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
重
大
な
事

故
は
と
か
く
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
着
用
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
一
方
、
転
落
事
故
に
遭
っ
て
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
確
実
に
着
用
し
て
い
た
た
め
に
軽
傷
で
す
ん
だ

ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
保
護
具
の

着
用
に
つ
い
て
は
セ
ン
タ
ー
の
職
員
、
会
員
の
皆

さ
ん
は
も
っ
と
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
次
の
「
交
通
安
全
ル
ー
ル
の
遵

守
」
に
つ
い
て
も
同
じ
事
が
い
え
ま
す
が
、
ル
ー

ル
や
基
本
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
さ
え
い
れ
ば
、
事

故
は
避
け
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
大
き
な
事
故
に
は

な
ら
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
交
通
信
号
に
従
っ
て
い
て
も
事
故
に
遭

う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
通
行
す
る
場
合
は
自
分

で
安
全
を
確
認
す
る
習
慣
が
必
要
で
す
。ま
た「
健

康
管
理
の
徹
底
」
に
つ
い
て
は
、
自
分
の
体
調
は

自
ら
が
し
っ
か
り
管
理
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。
健
康
で
あ
る
こ
と
は
シ
ル
バ
ー
会
員
と
し

て
の
基
本
で
す
。
ま
た
体
調
が
思
わ
し
く
な
い
と

き
は
就
業
を
ひ
か
え
る
勇
気
も
必
要
で
す
。
気
持

ち
が
若
い
の
は
け
っ
こ
う
な
こ
と
で
す
が
、
身
体

の
能
力
は
自
分
が
思
う
ほ
ど
若
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
故
例
の
多
く
は
、
こ
の
く
ら
い
は
大
丈
夫
だ
と

い
う
安
易
な
気
持
ち
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。
慎
重

に
慎
重
を
重
ね
て
事
故
の
な
い
立
派
な
仕
事
を
し

た
い
も
の
で
す
。

次
に
本
年
度
の
安
全
・
適
正
就
業
対
策
実
施
計

画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●１
本
年
も
委
員
会
に
よ
る
セ
ン
タ
ー
の
安
全
・
適

正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
昨
年
度

は
事
故
の
発
生
率
の
高
い
セ
ン
タ
ー
を
特
定
し

て
実
施
し
ま
し
た
。
安
全
や
適
正
に
つ
い
て
改

善
が
行
わ
れ
て
い
る
セ
ン
タ
ー
も
あ
れ
ば
、
依

然
と
し
て
改
善
が
進
ん
で
い
な
い
セ
ン
タ
ー
も

あ
り
、
セ
ン
タ
ー
間
の
格
差
が
あ
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
過
去
の
事
故
の
内
容
、
安
全
・
適
正

就
業
の
組
織
体
制
に
つ
い
て
パ
ト
ロ
ー
ル
が
必

要
な
セ
ン
タ
ー
を
選
定
し
、
重
点
的
に
実
施
い

た
し
ま
す
。

●２
安
全
就
業
促
進
大
会
を
７
月
２４
日
�
に
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
７
月
は
全
国
シ
ル
バ
ー
の
安
全

就
業
強
化
月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
セ
ン

タ
ー
の
月
間
に
お
け
る
取
り
組
み
結
果
を
報
告

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●３
本
年
度
は
新
た
に
「
局
長
及
び
業
務
担
当
職
員

安
全
・
適
正
就
業
研
修
会
」
を
強
化
月
間
の
７

月
１
日
�
に
開
催
し
ま
し
た
。
安
全
・
適
正
就

業
は
安
全
担
当
者
を
は
じ
め
職
員
全
員
が
会
員

の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
事
故
回
避
意
識
を

常
に
持
ち
続
け
な
け
れ
ば
事
故
は
撲
滅
出
来
な

い
と
い
う
視
点
か
ら
の
研
修
で
し
た
。

●４
安
全
・
適
正
就
業
推
進
員
研
修
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
先
の
局
長
及
び
業
務
担
当
職
員
の
研
修

を
受
け
、
セ
ン
タ
ー
の
安
全
・
適
正
就
業
の
推

進
役
と
し
て
の
役
割
の
強
化
を
行
い
ま
す
。

●５
セ
ン
タ
ー
の
安
全
・
適
正
就
業
の
確
保
の
た
め

事
故
情
報
を
は
じ
め
、
様
々
な
形
で
支
援
を
い

た
し
ま
す
。
ま
た
拠
点
間
の
情
報
交
換
に
も
積

極
的
に
か
か
わ
り
ま
す
。

●６
本
年
度
か
ら
事
故
発
生
比
率
の
少
な
い
セ
ン

タ
ー
の
表
彰
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
仕
事
の
量

に
対
す
る
事
故
件
数
そ
の
他
か
ら
優
れ
た
成
果

を
お
さ
め
ら
れ
た
セ
ン
タ
ー
を
表
彰
し
、
会
員

の
皆
さ
ん
の
よ
り
一
層
の
励
み
に
な
る
よ
う
に

と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
福
岡
県
は
全
国
で
も
例
を
見

な
い
ほ
ど
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
重
篤
事

故
が
続
い
て
い
ま
す
。「
ま
さ
か
我
々
の
セ
ン
タ
ー

で
起
こ
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
」
と
い
う

の
が
正
直
な
と
こ
ろ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
セ

ン
タ
ー
で
も
事
故
は
起
こ
ら
な
い
と
い
う
保
証
は

あ
り
ま
せ
ん
。
職
員
、
会
員
全
員
が
事
故
を
絶
対

起
こ
さ
な
い
と
い
う
し
っ
か
り
し
た
備
え
を
確
保

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
く
れ
ぐ
れ
も
お
願
い
致

し
ま
す
。

平成２１年度

安安全全・・適適正正就就業業対対策策
実実施施計計画画
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厚生労働省の委託をうけ、６０歳台前半層を中心とする、高齢求職者を対象として事業主団体等の参画・協力のもと

新しい技能・知識を習得する技能・介護講習を実施しています。

●応募資格
�原則として６０歳台前半層で仕事をお探しの方 �雇用・就業中の方は応募できません。
�過去１年間に当連合会の各講習会を受講された方を除きます。
●講習期間及び会場は当連合会、公共職業安定所、最寄りのシルバー人材センターにお問い合わせください。
また当連合会ホームページにも掲載しております。URL http://fscr.or.jp よりシニアワークプログラムへ

受講
予定

（１回当り）

４０

２０

２０

２０

講習
日数

４

４

５

５

実施
回数

１

１

１

１

講習名

農業支援講習

パソコン事務講習

筆耕講習

子育て支援講習

種類

短期

短期

開催地

前原市

前原市

北九州市

北九州市

エリア

福
岡

北九州

受講
予定

（１回当り）

２０

２０

２０

２０

講習
日数

５

６

６

５

実施
回数

１

１

１

２

講習名

果樹栽培支援講習

子育て支援講習

樹木剪定講習

樹木剪定講習

種類

短期

短期

開催地

うきは市

田川市

田川市

飯塚市

エリア

県南

筑
豊

介護講習（長期、連合短期）修了者

２０年度

７０

２８

９８

１９年度

９３

４６

１３９

１８年度

１０９

３３

１４２

１７年度

１７０

３７

２０７

１６年度

１６５

５７

２２２

受講者別

一 般
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合 計

受講
予定

（１回当り）

２５

２５

２５

２５

２５

２５

２５

２５

２５

２５

２５

２０

２５

２０

２０

２０

２５

講習
日数

１０

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

７

８

５

８

８

２３

実施
回数

２

１

２

１

１

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

講習名

樹木・緑地管理講習

警備・受付管理講習

パソコン実務講習

ネットワーク管理講習

経理補助講習

事務補助講習

建築CAD

マンション管理員講習

社会保険入門講習

介護事務講習

福祉住環境入門

小型移動式クレーン

添乗員養成講習

フォークリフト講習

警備・受付管理講習

パソコン実務講習

訪問介護員講習

種類

長期

連合
短期

長期

開催地

宇美町

福岡市

福岡市

福岡市

福岡市

福岡市

福岡市

福岡市

福岡市

福岡市

福岡市

福岡市

福岡市

福岡市

飯塚市

飯塚市

飯塚市

エリア

福

岡

筑

豊

受講
予定

（１回当り）

２５

２５

２５

２５

２５

２０

２５

２５

２５

２０

２５

２５

２０

※日程等については変更になる場合があります。

講習
日数

１０

８

８

８

８

８

８

２３

１０

８

８

８

５

実施
回数

１

１

２

１

２

１

１

１

１

１

２

１

１

講習名

樹木・緑地管理講習

警備・受付管理講習

パソコン実務講習

パソコン実務講習

事務補助講習

建築CAD

マンション管理員講習

訪問介護員講習

樹木・緑地管理講習

警備・受付管理講習

パソコン実務講習

事務補助講習

緑地管理講習

種類

長期

長期

連合
短期

開催地

北九州市

北九州市

北九州市

豊前市

北九州市

北九州市

北九州市

北九州市

久留米市

久留米市

久留米市

久留米市

久留米市

エリア

北
九
州

県

南

技能講習（長期、連合短期）修了者

２０年度

３９３

１１１

５０４

１９年度

６９０

２３０

９２０

１８年度

５１６

１０１

６１７

１７年度

４２０

８２

５０２

１６年度

５０１

１０１

６０２

受講者別

一 般

SC 会 員

合 計

平平成成２２１１年年度度 シシニニアアワワーーククププロロググララムム技技能能・・介介護護講講習習実実施施計計画画
【連合会主催】

【シルバー人材センター主催】

シシニニアアワワーーククププロロググララムムととはは

シシニニアアワワーーククププロロググララムム修修了了者者数数のの推推移移
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日
本
の
高
齢
化
は
世
界
に
類
を
み
な
い
早
さ
で
急
速
に
進
行
し
て
お
り
、
福
岡
県
に

お
い
て
も
、
５５
歳
以
上
人
口
は
約
１
８
３
万
６
千
人
と
県
下
総
人
口
の
３６
・
３
％
と
、

３
分
の
１
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
（
平
成
２１
年
２
月
１
日
現
在
）。
ま
た
、
今
後
、
活

力
あ
る
高
齢
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
高
齢
者
が
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
働

け
る
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
社
会
的
ニ
ー
ズ
を
背
景
に
、
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
で

は
、
福
岡
県
下
に
お
け
る
雇
用
・
就
業
や
社
会
参
加
を
希
望
す
る
高
齢
者
を
対
象
に
、

県
内
の
関
係
機
関
で
構
成
す
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

実
施
や
高
齢
者
の
就
業
ニ
ー
ズ
と
企
業
等
の
人
材
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
に

よ
り
地
域
の
高
齢
者
等
に
対
す
る
再
就
職
等
を
支
援
す
る
「
シ
ニ
ア
就
業
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
事
業
を
始
め
ま
す
。

平
成
２１
年
６
月
２４
日
�
、
福
岡
県
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
第

１
回
推
進
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
、
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
者
や
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進
に
つ
い

て
の
検
討
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
し
合
い
連
携
し
て
い
く
こ
と
で
事
業
を
推
進

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
体

験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
で
実
施
し
て
い
る
多
彩
な
活
動
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
・
就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
や
雇
用
・
就
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
作
成
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、

簡
単
な
キ
ャ
リ
ヤ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
実
施
で
き
る
体
制
も
構
築
中
で
す
。

定
年
退
職
な
ど
で
職
業
生
活
を
離
れ
た
方
で
、
再
就
職
や
社
会
参
加
を
希
望
さ
れ
る

５５
歳
以
上
の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
参
加
登
録
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
方
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
興
味
を
お
持
ち
で
あ

れ
ば
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
の
事
業
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
近
く
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○事業概要
高年齢者の多様な雇用就業や社会参加ニーズに対応して、高齢者の選択を容易にするための地域ネットワークを活用したワークショップを実施する。
また、企業等を退職した幅広い職業経験をもつ高齢者の技術、技能、ノウハウを登録していただき、意欲や能力に応じ積極的に雇用就業・社会参加ができる
支援を行う。
○具体的内容
�どのような人材が必要とされているかニーズ調査の実施、�企業、事業主団体に対する人材ニーズ開拓、�高齢者の技術、技能、ノウハウや企業等が必

要とする人材、技術、技能、サービス等の登録、�高齢者の技術・技能等と企業等の人材ニーズのマッチング事業の実施、�高齢者の求職相談、求人情報の提
供による就業支援、�就業支援講座の実施、�多様な働き方に応じたワークショップの実施

シニア就業支援プログラム事業のスキーム
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旧
豊
津
町
・
犀
川
町
・
勝
山
町
の
３
町
合
併
に
伴

い
、
平
成
１８
年
４
月
１
日
３
町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
統
合
し
て
み
や
こ
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
し
て
発
足
し
、
平
成
１９
年
３
月
２８
日
社
団
法

人
の
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
独
自
事
業
と
し
て
Ｅ
Ｍ
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
活
動
し
て
い
ま
す
（
現
在
７
名
、
う

ち
女
性
１
名
）。

統
合
前
の
勝
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

Ｅ
Ｍ
活
性
液
を
製
造
し
て
い
た
機
械
を
引
き
継
ぎ
、

環
境
の
浄
化
を
め
ざ
す
目
標
を
も
っ
て
普
及
に
取
り

組
み
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う
と
Ｅ
Ｍ

ボ
カ
シ
�
型
（
生
ゴ
ミ
処
理
用
）
を
製
造
し
、
ま
た
、

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
�
型
（
野
菜
づ
く
り
用
）
も
併
せ
て
製

造
し
て
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

食
の
安
全
・
安
心
を
推
進
し
、
身
体
に
や
さ
し
い

米
や
野
菜
づ
く
り
を
も
め
ざ
し
て
い
る
町
の
産
業
祭
、

営
農
感
謝
祭
、
メ
ー
カ
ー
の
農
機
具
展
示
会
そ
の
他

の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
Ｅ
Ｍ
活
性
液
、
Ｅ
Ｍ
ボ

カ
シ
�
型
・
�
型
、
白
ネ
ギ
、
ホ
ー
レ
ン
草
な
ど
の

展
示
即
売
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
広
報
誌
Ｅ
Ｍ
だ
よ
り
（
Ａ
４
版
）
を
町

広
報
誌
と
一
緒
に
全
戸
配
布
を
続
け
、
す
で
に
６
号

（
平
成
２１
年
７
月
１
日
発
行
）
ま
で
発
行
し
ま
し
た
。

Ｅ
Ｍ
だ
よ
り
は
生
ゴ
ミ
減
ら
し
と
環
境
の
浄
化
・

食
の
安
全
・
安
心
を
め
ざ
す
Ｐ
Ｒ
活
動
と
位
置
づ
け

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
会
員
が
理
解
し
、
身
に

つ
け
る
た
め
会
員
対
象
の
食
の
安
全
・
安
心
Ｅ
Ｍ
学

習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
町
役
場
環
境
衛
生

係
の
方
か
ら
町
の
ゴ
ミ
の
状
況
に
つ
い
て
話
を
し
て

い
た
だ
き
、
１
人
ひ
と
り
が
気
を
つ
け
れ
ば
大
き
な

費
用
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
か
ら
食
の
問
題
に
つ

い
て
は
今
ま
で
あ
ま
り
関
心
は
な
か
っ
た
が
、
わ
か

り
や
す
い
話
で
勉
強
に
な
り
良
か
っ
た
な
ど
の
感
想

が
よ
せ
ら
れ
喜
ば
れ
ま
し
た
。

Ｅ
Ｍ
活
性
液
・
ボ
カ
シ
な
ど
の
利
用
は
右
肩
上
が

り
で
伸
び
て
就
業
の
確
保
に
わ
ず
か
な
が
ら
貢
献
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
所
・
支

所
で
の
販
売
な
ど
に
つ
い
て
は
会
員
の
就
業
実
態
と

調
整
を
要
す
る
面
も
あ
り
、
今
後
の
課
題
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

独
自
事
業
収
入

平
成
１８
年
度

２
１
２
、６
０
８
円

平
成
１９
年
度

５
２
８
、９
７
０
円

平
成
２０
年
度

７
８
０
、２
９
６
円

Center
だより

ータンセ

�みやこ町シルバー人材センター
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20,000
人�

18,000

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

27,725 27,705

27,520

27,433

27,572

16年度� 20年度�19年度�18年度�17年度�

男性�
女性�
合計�

8,000
百万人�

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

11,104,968,646

16年度� 20年度�19年度�18年度�17年度�

公共契約金額�
民間契約金額�
合計�

11,111,163,110 

11,380,190,706

11,152,963,397

11,339,121,173

平平成成２２００年年度度統統計計デデーータタ
グラフに示すとおり、契約金額は時代を反映してか残念ながら昨年を下回りましたが、会員数については２年
連続で増加しており、全国１００万人会員達成に向けて、各センターの努力が垣間見える結果となりました。

２０年度

１８，３４３

９，３６２

２７，７０５

１９年度

１８，１８４

９，３３６

２７，５２０

１８年度

１８，１４０

９，２９３

２７，４３３

１７年度

１８，２２６

９，３４６

２７，５７２

１６年度

１８，３４９

９，３７６

２７，７２５

会員数（人）

男 性

女 性

合 計

２０年

４，１３８，２７０，５９４

６，９７２，８９２，５１６

１１，１１１，１６３，１１０

１９年

４，２２３，９６５，６３０

７，１１５，１５５，５４３

１１，３３９，１２１，１７３

１８年

４，２０９，２６３，３０２

６，９４３，７００，０９５

１１，１５２，９６３，３９７

１７年

４，５７８，４８１，２１４

６，８０１，７０９，４９２

１１，３８０，１９０，７０６

１６年

４，６３３，９９３，２０７

６，４７０，９７５，４３９

１１，１０４，９６８，６４６

契約金額（円）

公 共

民 間

契約金額合計

会員数の推移

契約金額の推移
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○ 最近民間企業で酸欠とみられる労災事故が発生して
死者が出ました。新聞によるとこの企業は４年前も同
様な事故があり、今回の事故は厚生労働大臣が告示し
た「作業環境測定基準」を守っていなかった可能性が
高いと報じています。
多分、再発防止策が徹底していなかったのではないか
と考えられます。

○ 類似する事故が繰り返し発生する度に想起されるの
が、数年前新聞に掲載されたある大学教授の「失敗学」
設立についての提唱です（平成１５年１月１９日毎日新聞）。
「失敗学」という聞き慣れないものができた経緯、目
的、研究内容、応用、効果などについて論じられ、シ
ルバー人材センター事業にも通じるものがあって心を
ひかれました。

○ 「失敗学」という名前から、堅苦しく寄りつきがた
い印象を受けそうですが、新聞から一部引用させてい
ただくと「失敗学では、過去に起こった失敗を学んで

知識を作り、それを現在の行動に生かし、さらに将来を予測し、同じ失敗
を繰り返さないよう努める。」とあり、失敗に対して真正面から向き合って
いなかった反省と失敗学を実践した事例の紹介、そして日本における失敗
学の導入が強調されています。

○ 上記引用部分はシルバー人材センターの「事故再発防止対策」について
応用するのに最適だと思います。また、組織が問題を抱えていながら解決
への出口を見いだせないときは、従来からの方法、体制などを見直して１８０
度転換することや筆者がいう「失敗に対して真正面から向き合い」「事故
を教訓に改善する」方向へ踏み出すことです。初めての試みによる失敗が
あってもその経験の積み重ねの中から新しいものが見えて解決への糸口が
得られるであろうと示唆しています。

○ 安全・適正就業対策のみならず、シルバー人材センター事業の健全な発
展のため「失敗学」に関心を示すことが必要ではないかと思われます。
ちなみに、提唱は『「失敗学に学ぶ」発想転換を』と題されていました。

○

今
年
の
梅
雨
は
降
雨
量
が
少
な
く
、
県
内
の
一
部
の
ダ

ム
は
貯
水
率
が
１０
％
を
下
り
こ
の
た
め
上
水
道
の
給
水
制

限
が
始
ま
っ
た
地
域
が
あ
り
ま
す
。（
６
月
２３
日
現
在
）

と
こ
ろ
が
、
梅
雨
前
線
が
北
上
し
て
活
発
と
な
り
県
下

全
域
で
大
雨
続
き
、
が
け
崩
れ
、
住
宅
浸
水
な
ど
の
災
害

発
生
や
公
共
交
通
機
関
の
運
行
に
一
部
支
障
を
き
た
す
な

ど
急
変
し
て
き
ま
し
た
。（
７
月
１
日
現
在
）

こ
の
時
期
の
天
候
は
私
達
の
生
活
に
恵
み
と
脅
威
を
与

え
様
々
な
形
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
今
更
な
が
ら

自
然
界
に
対
し
て
謙
虚
な
姿
勢
で
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。

○

６
月
１９
日
開
催
平
成
２１
年
度
第
１
回
定
期
総
会
に
お
い

て
後
藤
達
太
会
長
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
１７
年
６
月

か
ら
２
期
４
年
間
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
の
会
長
と
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
発
展
の

た
め
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
謝
意
を
申
し
上
げ
今
後
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

○

機
関
誌
第
２６
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

一
部
の
セ
ン
タ
ー
に
原
稿
作
成
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
年
度
の
機
関
誌
は
３
回
発
行
す
る
予
定
で
す
。
従
来

の
２
回
発
行
で
は
情
報
提
供
の
時
期
が
半
年
経
過
し
て
い

た
な
ど
の
反
省
点
も
あ
り
極
力
早
期
に
お
届
け
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
予
算
は
前
年
度
と
同
額
で
す
か
ら
、
そ
の
前

提
で
紙
面
構
成
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
今
号
、
１０
月
（
特
集
号
）
及
び
１
月
に
発
行

す
る
こ
と
と
し
て
掲
載
内
容
は
工
夫
を
こ
ら
す
よ
う
に
し

ま
し
た
。

○

今
号
を
含
め
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
願
い
し
ま

す
。

この印刷物は、揮発性有機化合物
を含まないノンＶＯＣ植物性イン
キを使用しています。

編

集

後

記

言
一

紙表の号今

ひまわり

（柳川市）

撮影者 松浦 修士 氏

元�福岡県シルバー人材セン

ター連合会事務局長

氏は以前から写真撮影を趣味に

されていましたが、退職されてか

ら活動範囲が広くなったようで数

多い作品の中から寄稿していただ

きました。ひまわりが一斉に同方

向にポーズをとったシャッター

チャンスとひまわりの花ことば

「光輝」の感じが表れた好作品に

なっています。

�福岡県シルバー人材センター連合会
〒８１２‐００４６ 福岡市博多区吉塚本町９番１５号

福岡県中小企業振興センタービル８階
TEL０９２‐６２３‐５６５６ FAX０９２‐６２３‐５６７７
（URL）http://www.fscr.or.jp
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